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2 47 53

総合計画において人口が減少するものと諦
めた前提に立っています。しかしながら、千
葉県流山市の取り組みに見られるように、芦
屋市の立地や環境などをレバレッジして逆に
人口を増やすように若い世代を呼び込む施
策を戦略的に取り組めるポテンシャルが充
分にあると思いますが、いかがでしょうか？

市長：今回の第5次総合計画と前の第4次総合計画の違いは、第4次は、
一生懸命少子化にならないようにという計画だったのですが、第5次では、
現実を見て、人口減少するという前提でつくっております。それぞれの自治
体で、子育て世帯を呼び込む施策をするとともに、国全体では人口減少す
る中で、その課題を解決していこうということです。芦屋市を若い人にも選
んでいただけるようなまちづくりを進めていきたいと思います。

3 23 27

低所得世帯への子供手当の申請書が届い
たのですが、何回所得で差をつけているの
に、所得を把握している市が全世帯にいちい
ち送ってくるのはどうしてですか？所得制限
があるのがわかるのに無駄だだと思います。

副市長：質問の真意にお答えできているか分かりませんが、それぞれに背
景となる法律があり、その背景となる法律の範囲内で必要な所得を調べる
ことになっています。これを別の施策で援用、準用することは、個人情報保
護法上できないことになっていますので、お手間を掛けているのかなという
印象があります。今後、個人情報の使い方に関しても、革新的な新たな解
釈が出てくるかもしれませんので、きちんと目くばせして、無駄のない行政
手続を進められるように気をつけてまいります。

低所得の子育て世帯生活支援特別給付金は、支給
要件確認のために必要な税情報等の取得、利用が
認められていますので、支給対象を特定し、申請不
要で支給しています。なお、本給付金は、申請時点
で新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減
少したかた（家計急変者）も支給対象としていること
から、支給済みのかたを除く、対象となる可能性の
ある子育て世帯へ広く制度の周知を行いました。

4 8 9
オープンミーティングのオンライン化は良いで
すね

市長：新しい試みで慣れていない方もいらっしゃるかもしれませんが、何か
をしながら参加いただけるというところが良いのかなと思います。

【所得制限額について】
①芦屋市では県基準からの拡充措置として世帯合
算なしで所得制限（市民税所得割額23.5万円（福祉
医療独自の控除等を適用した後の額））を設けてい
ます。
②共働きの父母共に給与所得のみでかつ年収（給
与収入であって給与所得ではない）が同額程度の
場合であれば、所得控除額によっては世帯年収が
1,600万円程度でも所得制限を満たす場合がありま
す。
③ただし、父母のいずれもが所得制限基準を満たす
場合に限りますので、例えば父の給与収入が1,500
万円、母の給与収入が100万円の場合においては、
父が所得制限基準を超過する可能性が高いため受
給いただけないことになります。

制度の詳細については、HPをご覧ください。

1 51 60
明石市が実施している、子育て支援策(18歳
までの医療費無料など)を実施する計画はあ
りますか？

市長：現時点では考えていませんが、芦屋では現在、所得制限はあるもの
の中学校3年生まで医療費の無料化をしています。また、所得制限はかな
り高く設定しており、1,600万円くらいの所得のある方までは無料としていま
す。その代わりに芦屋市では、他にも質の高い子育て施策をさせていただ
いていますので、そのあたりを評価していただけたら嬉しいです。
副市長：明石市が実際にそのような施策を展開されて人口を増やしている
ことは評価されていますし、他市にも学ぶことがあると思います。ただ、子
どもに対して実施している施策の中には、無料化の施策もあれば、保育所
の保育士を明石市以上に配置し、目の行き届く保育をさせていただいてい
ることなど、税金の使い方というのはそれぞれの自治体の基本的な考え方
で工夫がなされていますので、全体を比較推量してお選びいただくべき事
柄と思っています。ただ事実、評価されて人口を増やしておられますので、
それは常に検証させていただき、本市でもできることは探していく必要があ
り、市長がお答えしたとおり、所得制限をかけながらも拡大の余地は頭の
隅に置いておくべきであると思っています。

第2部　ROAD TO 2040 ASHIYA ～未来の芦屋を見据えて～　Slidoのご意見とお答え等



6 6 6

芦屋に住んで約50年。「昭和・平成・令和」と
いう時代の移り変わりと共に、リアルで市民
目線で体感して来たことからの「気づき」を、
このような機会で、素晴らしい皆様方に共有
していただき、より良い市政へ還元していた
だけたら有難いと感じております。大変なご
時世ですが、また、このような貴重な機会を
設けていただけましたら幸いです。

市長：人口減少もそうですし、いま社会状況を見ますと、すごく不確実性が
高まってきています。こういう事態だからこそ、市民の皆さまと意見を交わ
しながら、行政を進めていきたいです。

7 6 7

オープンミーティングのYoutubeライブ配信。
広報とInstagramの連動など、ネットツールを
活用、拡張されていますが、LINEも活用され
ればよいように思います。LINEから「市民相
談」とありますが、意見要望ページに飛び、さ
らに別サイトに移動と、かなり手間です。LINE
からダイレクトにというのは、難しいでしょう
か？

市長：できることがあれば検討したいと思っています。

9 4 6

オープンミーティングのYouTube配信、気軽
に参加できるので良いですね！市長は、芦
屋市をどのような市に発展させたいと考えて
いますか？そのために具体的にどんな施策
を考えていますか？

市長：基本的には総合計画に示しているように、人が繋がって、みんなが
輝いて、笑顔になるような施策をやっていきたいなと思っており、芦屋はこ
れまでもユニークな存在で発展をしてまいりましたので、金太郎飴のように
どこのまちでも一緒というのではなく、やはり芦屋らしい施策を行っていき
たいと思っております。

10 3 5

最近ではTVでもメタバースが取り上げられ、
TV企画にネットで参加したり、実際のイベント
と同時開催したり、政治家と意見交換したり
があるとのこと。 芦屋市でも、多様なプラット
フォームを通じ、幅広い年齢層から、意見を
取り入れていただきたいです。気軽に参加、
自由に意見ができて効果的かと思います
が、いかがでしょうか。

市長：私のもとには、市民会議みたいなものをしないのかというご意見も届
いており、いろいろな方法で皆さんとご意見が交わせたらいいなと思ってい
ます。去年においても声を出して喋りたい方がおられることは実感してお
り、対面でやりとりをしたいという課題をどうクリアできるのか。市民の皆さ
んとまちづくりをしたいと思っています。

8 5 6

第１部で出てきたように、ハード面の再開発
で若者を呼び込めれば、住民低年齢層が集
まる場となれば、シェアサイクルも可能かと
思います。 子供も大人も気軽に使用できる、
日常利用できるシェアサイクルであればいい
のではないでしょうか。駅前→浜の図書館へ
もアクセスできますし。

市長：若い方にも楽しんでいただけるようなまちづくりをしたいと思っていま
すし、第1部でいただいたシェアサイクルも前向きに検討していければと
思っています。

5 7 10
あしやのきゅうしょくの映画、とてもよかった
です！！

市長：嬉しいです。私も良かったと思います。近い将来DVDが出ることを期
待しています。



11 4 6

市民マナー条例の喫煙禁止区域について。
唯一、阪神打出駅の喫煙指定場所について
は、場所がよろしくない印象です。煙が漏れ
て来て、踏み切り待ちの時も苦痛です。小さ
なお子様連れのお母さんやご高齢の方も、よ
くおっしゃっておられます。改善は難しいで
しょうか？宜しくお願い致します。

市長：打出駅だけではなく、喫煙所の周りでは必ずそういうお声をいただい
ています。何か改善できればと思っていますが、例えば屋根を付けると建
物になるので、なかなか難しかったりと、整備のハードルが高く、引き続き
研究してまいりたいと思っています。

12 3 11
これから芦屋市として何をうりにしていくので
しょうか。

市長：やはり芦屋は住宅都市として発展してまいりましたので、引き続き展
開していくべきだと思っています。また、教育は非常に大事であり、誰一人
取り残さないような施策、苦しんでいる方たちに手を差し伸べるような施策
をやっていきたいと思っています。

13 2 11

今の芦屋市には市民が気軽にやってみたい
と思えることができるプラットフォームがない
上に、行政側が協力的ではないのですが、
今後なにかしら市民が楽しい、面白い、やっ
てみたい、できる、と思えるような支援や方法
をお考えですか？

市長：これは行政が全部補っていくのではなく、例えば市民参画、NPO法
人と手をつないでやったりしています。その中では、例えば市民が提案した
事業に補助金を出す制度もありますので、具体的にご相談いただければ、
何らかの道をお示しできると思っています。
ファシリテーター：行政側が協力的ではないと断言されていますが、協力的
でないというところも教えてもらったら。協力したくないわけではないですよ
ね。
市長：そうですね。主体的な市民の方がたくさんいらっしゃることはまちの
活性化に繋がりますので、協力をさせていただきたいと思っています。
ファシリテーター：総合計画のワークショップをお手伝いした身としまして
は、芦屋市の皆さんは主体的にものを考えて動かれる方がすごく多くて、
普通のまちとちょっと違うなと。集まった人たちがそういう人たちだったから
かもしれませんが、このまちのポテンシャルは凄いと思いました。
市長：それが一つ芦屋らしさだと思います。

14 2 9

犬のフン問題。犬を飼っている世帯が多いと
はいえ、あまりにも多すぎます。 個人のモラ
ルの問題でしょうし、一部の飼い主の問題で
もありますが、景観を大切にする「芦屋のミラ
イ」を見据えて、芦屋市として何か対策をお
考えでしょうか。

市長：本市にはマナー条例があり、警備員（市民マナー条例指導員のこと）
が巡回をしています。一般市民のボランティアの方もフンを見つけたら黄色
いチョークで囲んで、分かっていますよとお知らせをする活動をしてくださっ
ている方もいらっしゃいます。芦屋の住民さんであれば、しっかりマナーを
守ってくださるような住民さんであっていただきたいと思います。

15 2 4

芦屋市の魅力・価値は市としては何だと思い
ますか。桜並木は夙川が印象に強く、行政
サービスは神戸市が手厚く。山と海があり、
さらに川がある。環境は良い街なので、他市
と差別化を図るなら、川に重点を置くか。
オープンミーティング配信と意見の場がある
のだから、市民との相互交流に重点を置く
か。 芦屋のミライへの価値をお伺いしたいで
す。

市長：本当に芦屋の方たちは芦屋川を愛してくださっているなと感じていま
す。市民との相互交流に重点を置くということは、まさにそのとおりで、市民
の皆さまと一緒にまちをつくっていきたいと思っています。芦屋のミライの
価値をお伺いというところに関しては、繰り返しになりますが、住宅都市と
してユニークな存在で発展してきましたので、その部分だと思っています。



16 2 3

年齢も65歳未満、難病指定はされていない
病気で、親族等による協力を得ることが困難
です。「さわやか収集」の対象外とのことです
が、制度の狭間で困り果てております。道徳
的な観点からも、ご賢察いただきたく、お願い
申し上げます。

市長：これはおそらく65歳未満でさわやか収集できないということになって
いるのかと思いますので、確認もしてご連絡もいただけたらと思います。

17 2 4
芦屋市図書館の借り入れ期間延長につい
て、近隣都市のように、ネットで借入期間の
延長ができるようにして頂きたい。

教育長：今芦屋市の図書館では、本は無制限でお借りでき、お待ちしてい
る方がいるので期限を決めて返していただくようにしていますが、借り入れ
期間延長をネットで申請できないかということもあります。これは全く否定す
るものではないので、どのような形が一番いいのか研究させていただきた
い。最後に一つ、アピールさせてください。芦屋市には電子図書館があり、
皆さんが図書館で図書カードを取得していただけたら、ご自宅からインター
ネットで入っていただいてパソコン上で見れます。本によっては、それを音
読してくれる機能もあります。今回、6月議会で予算をつけていただき2000
冊も増えました。特にコロナ禍ですので、子どもたちが自宅から図書館に
行かなくても、自宅からそれを見ることも可能にしましたので、行かなけれ
ばいけないという従来の図書館から、行かなくてもパソコン上で本が読め
る、また音読もしてくれる新しい機能もございますので、ぜひ皆さんにも試
していただけたら嬉しいです。利用には制限がありまして、1人2冊で利用
期間が14日、予約は1冊です。
ファシリテーター：権利落ちの図書だけではなくて新しい本もあるんです
か。
教育長：はい。小学生向けや社会人向けもありますので、学校向けのタブ
レットから入れるようにしております。

芦屋市立図書館では貸出し冊数に制限を設けてお
らず、２週間以内でお読み終える冊数であれば何冊
でもご利用いただけます。

18 3 4

山手エリアに世代を重ねて住んでまいりまし
た。市の中央に遊べる川があることが、芦屋
の魅力であると思っております。 北から南、
川にアクセスしやすく(階段を増やすなど)、桜
並木と共に整備することで、芦屋ネームバ
リュー以外の価値が上がると考えます。 ぜ
ひ祖父母・親・子・孫と続いていくような街づく
りをお願いします。再開発と共に！

市長：道路から川に降りる階段をもうちょっと増やして欲しいということだと
思いますので、機会をつくって検討をさせていただきたいと思います。

19 3 5
最新の駐輪場では、非常に省スペースで駐
輪できるシステムがある。是非検討して欲し
いです。

ファシリテーター：駅南関連なので読むだけで終わります。

ＪＲ芦屋駅南地区における地下駐輪場に関しては、
利用のしやすさや維持管理における負担という観点
も含めて総合的に検討した計画となっていますが、
今後市内の他地区で駐輪場整備を行うことがあれ
ば、引き続き幅広く研究してまいります。



21 2 6

今年、芦屋市にもやっと道路に青色の自転
車通行空間ができて喜んでいたのですが、
南北に伸びる自転車通行空間は距離が短
く、使い勝手が非常に悪いです。 北はせめ
てJR芦屋駅付近の道路まで、欲を言えば山
手幹線まで伸ばしてくれれば使いやすいの
になと感じていますが、今後自転車通行空間
を延長、または増やす具体的な予定はありま
すか？

市長：今後も増やしていく予定にしております。道は続いていますので、延
ばしていきたいと思っています。
副市長：計画は先に続いておりますが、いま矢羽根道路の検証中になって
おり、効果を確かめながら進めていきたいと思います。

22 3 4

「打出小槌プロジェクト」について、市長様の
お話にもあった武庫川女子は私の母校で
す。より良い「未来の芦屋を見据えて」、OB
かつ芦屋市民としても、願っております。宜し
くお願い致します。

市長：昨日、武庫川女子大学より提案書をいただきまして、中身を見るとす
ごく楽しそうでわくわくしています。打出の小道プロジェクトではキャラクター
をつくりましょうという話があり、「うちもん」という、打出の「うち」とモンキー
の「もん」かな。すごく楽しくなりそうな気がしております。

「打出の小道プロジェクト」・・・歴史情緒ある施設の
活用に加え，公園と近代の日本庭園を一体的に整
備することで，地域の方々に親しまれる公共空間を
再構築し，阪神打出駅界隈のにぎわい拠点とするも
のです。

23 2 4

各集会所などのWIFI利用について、現在一
日4回まで、毎回30分毎に、再接続が必要で
すが、使いずらいので、スマホのテザリング
を使っている。芦屋市民病院のWIFIのよう
に、無制限にできませんか？またほかの
NTT?のWIFIに接続することがあるが、市民
WIFIだけに接続するようにして貰いたいい。

市長：毎回30分で切れるのは、使い勝手が悪いと聞いています。
ファシリテーター：接続先が勝手に接続するのはスマホの設定によるところ
が大きいので、分かっている人に聞いていただければ、後半の話は解決で
きるような気がします。ただ、30分で切れるのは使いづらいと思いますの
で、それはその通りかなと思います。
市長：そうですね。ただ公共のものでございますので、どこでどう制限をか
けるのかというところの議論があると思います。

20 3 4

新旧の対比、ヨドコウや宮塚住宅、松浜公園
など古い芦屋と、再開発含めた新しい芦屋、
両方が愉しめる街になってほしいです。 ハー
ドは整いつつあるので、ソフトである「施設で
何をするか、どんなイベントをするか」詰めて
いっていただきたいです。フリーマーケット、
地産地消、多世代交流、VRメタバース等で、
活用を。

市長：賑わいを求められる方が増えており、つくって終わりではなくて、つ
くったところで何をするのかが大切で、いろいろなことができたらいいなと
思っています。コロナ禍になりちょっと動きが鈍っているのですが、宮塚公
園でもフリーマーケットもしてくださっていて、そのような様々な催し物が市
内に広がったらいいなと思っています。

芦屋市商業活性化対策協議会を通じてイベント開
催支援を行っており、協議会でも賑わいが戻るよう、
コロナ禍で開催できるイベントを模索中です。

24 2 7

「皆さんはどんな『芦屋のミライ』を思い描き
ますか」とのことですので市民の意見を吸い
上げるプラットフォームをぜひ設けてほしいで
す。 LINEメニュー画面、WEBトップページバ
ナー、メタバースなど。 市民が発言しやすい
環境整備を。

市長：どういう方法が良いのかと思っています。ただ1つ、ご意見をいただく
のに、芦屋の現状を分かった上でご意見をいただきたいという思いもござ
いますので、無制限に受け付けてしまうと、発信して下さった方にとって
は、発信したのに全然駄目じゃないかと思われますし、方向性が違うと、言
われてもそれができないということは行政も心苦しいということもあります
ので、その辺りのバランスが難しいです。
ファシリテーター：こういう場で市長がお話をして、質問をいただくというこの
やりとりの中であまり誤解が生じないようにやりとりをしたいということです
ね。
市長：お互いが理解し合う、共有し合うということも1つ大事だと思います。



26 3 4
来年から導入される予定の指定のゴミ袋で
すが、サイズはどのようなものが販売される
のでしょうか？

市長：サイズは2種類ぐらい用意するような記憶があります。なるべく使い
勝手が良いものをさせていただきたいと思っていますのと、もう1つ皆さま
に親しんでいただきたいので、ゴミ袋のデザインを現在募集させていただ
いていますので、ぜひご応募いただければと思います。

現在、検討している袋のサイズは、45リットルと30
リットルと小サイズ（10～15リットル）の３種類を考え
ています。

27 3 5
アーカイブの公開までされているのでこの
ミーティングが終わってからも意見や質問を
受け付けられるようにしてほしい

市長：技術的に難しいものがございます。
ファシリテーター：せっかくなので、ちゃんとこういう答えられるときにお話し
いただくのが良いような気がします。
市長：課題の1つとして受け止めさせていただきたいと思います。

29 2 3
芦屋市にドックランを是非、作って頂きたいと
思います。

市長：潮芦屋のスポーツ場があり、ドッグランを検討していくことになってお
りますので、そう遠くない時期に何らかの結論が出るのではないかと思っ
ています。

芦屋市総合公園に設置することを検討しています。

30 1 4

東浜公園の公衆トイレは不衛生で老朽化し
ています。障害者用トイレの扉も非常に重た
く開きにくいです。対照的に、宮塚公園の公
衆トイレは大変綺麗です。同じ市内で、この
ような格差はおかしいと思います。市長様に
ご意見をお聞きしたいです。宜しくお願い致し
ます。

市長：お手洗いに関しては、1個ずつ進めておりますので、順次きれいに
なっていきますので、もうしばらくお待ちいただけると幸いです。

25

28 3 6

オープンミーティング、気軽に参加はできる
かもしれませんが市長に質問してお答えいた
だいてもそれ以上の意見のキャッチボールに
はなりません。このようなかたち以外にも市
民の意見を聞く、耳を傾ける機会がないいけ
ないのではと思います。

市長：1つには、何かの行事があって私がそこに参加している時は、気軽に
お声を掛けていただければと思います。

2
最近、芦屋の魅力発信の取り組みは何かさ
れていますか？

11

市長：1つは、広報あしやで一生懸命発信させていただいていると思ってお
りますが、ただやはりコロナがございますので、思ったように外に出てとい
うことがなかなか難しい実情があります。もっとこうした方がいいよという意
見がありましたらいただけたら嬉しいなと思います。
教育長：芦屋の魅力発信で一番最たるのは芦屋の給食の映画。私の知人
が関東に住んでおりまして、観に行ったと。私は3回も観に行ったのです
が、風景が特に綺麗だったと。そこにたまたま一家族来られていたのが芦
屋に住んでいたので懐かしかったと。DVD化されたら、子どもたちにも見せ
ていきたいと思っています。



31 1 2

神戸市が24時間365日で「神戸市障害者虐
待防止センター」を設けています。芦屋市の
ホームページのマニュアルには「休日・夜間
午後5時半から午前 9 時まで芦屋市役所(代
表)」と記載がありますが、現状は、民間の警
備会社の方のご対応になっており、他の自
治体レベルまで機能しておりません。ご賢察
の程、お願い申し上げます。

市長：障害者虐待防止センターという限られた対象になっておりますが、も
し何かできるのであれば限られたものではなくて、24時間のお困りを相談
できるようなものができたらと思いますけども、やはり人口規模のこともご
ざいますので、そこは慎重な検討をさせていただきたい。
副市長：特に虐待などの困難案件は、政令市が持っている権限と中核市
が持っている権限と一般市が持っている権限に少し差がありまして、取り
扱える範囲が決められてしまっています。ただ、それをキャッチすることは
絶対に必要な機能だと思っております。入口の部分で取りこぼしのないよ
うに何とか工夫を重ねたいと思っております。

32 1 5
市長の名前の表記を漢字とひらがなで使い
分けているのはなぜか？芸能人ではないの
だからしっかり統一して欲しい。

市長：議員の時にずっとひらがなでやっており、市長になった時もひらがな
でやりたいと言ったのですが、公文書は漢字でないとだめだということで混
在しています。個人的には、書きやすいことと子どもにも読んでいただける
ということがあり、広く周知やご理解をしていただけたらいいなと思いもござ
います。

合計 211 311


